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一般社団法人神奈川県作業療法士会  

平成 28 年度 第 3回社員総会 議事録 

 

 平成 28 年 5 月 14 日(土)14 時より、神奈川県相模原市南区相模大野 3丁目 3

－2ユニコムプラザさがみはら bono 相模大野 セミナー室 1において、一般社

団法人神奈川県作業療法士会(以下、本会)平成 28 年度第 3回社員総会を開催し

た。 

 

 議決権のある正社員総数(平成 28 年 5 月 14 日現在の代議員総数)  60 名 

 代議員の議決権の数(本会定款第29条より)代議員総数の3分の１以上の出席 

 出席代議員数(平成 28 年 5 月 14 日 14 時 16 分現在)    46 名 

 委任状数         14 名 

 議決権の総数        60 名 

 

  総会役員  議長   佐々木 秀一 

        副議長  井部 賢吾 

        書記   佐藤 隼 

             木下 剛 

     議事運営委員  平山 康一 

             白鳥 達也 

     議事録書名人  片岡 直人 

             山岡 洸 

 

 定刻に至り、澤口理事による開会の辞の後、議長、副議長、議事運営委員、

書記、議事録署名人を総会出席者より上記の通り選任した。 

錠内代表理事挨拶の後、議事運営委員より、総会成立宣言及び議事運営案の

提案があり、賛成多数で可決し、その後、議案審議に入ることとなった。なお、

所用により中西理事、福留理事、鴻井理事、奥原理事、鈴木理事が欠席委任し

た他は理事全員が総会に出席した。 

 

代表理事 錠内広之     理事 野本義則    監事 清宮良昭 

理事 澤口 勇     理事 名古屋和茂   監事 田中ゆかり 

理事 福留大輔     理事 作田浩行 

理事 佐藤良枝     理事 内山博之 

理事 神保武則     理事 木村修介 

理事 吉本雅一     理事 村越妙美 

理事 遠藤陵晃      

          

議案 

  第 1 号議案 2015 年度(平成 27 年度)事業報告 

  第 2 号議案 2015 年度(平成 27 年度)決算報告ならびに監査報告 

  第 3 号議案 2016 年度(平成 28 年度)事業計画(案) 
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  第 4 号議案 2016 年度(平成 28 年度)予算(案) 

  第 5 号議案 名誉会員について 

 

１．議事運営委員報告 

議事運営委員は、総会成立及び総会議事運営案について以下のように報告、

提案した。 

議事運営委員長(平山氏)： 

平成 28 年 5 月 14 日現在の代議員総数は 60 名で、本日午後 14 時 16 分 

現在、代議員総数のうち 46 名が出席し、委任状による委任数が 14 名、 

合計 60 名で総会開会の定足数、正総会員総数の 3分の 1以上を満たして 

おり、本総会は成立していることを確認し報告します。 

   なお、この総会において、7名の傍聴者が出席しております。 

   「定款第 35 条 正会員は、総会の傍聴を行う権利を有する」ことから傍 

  聴人については認めていくこととします。 

 

次に議事運営案を提示します。 

1．本総会には、第 1号、第 2号、第 3号、第 4号、第 5号、議案の他

には議案は提出されておりません。 

2．議案に質疑をされる方は、挙手をもって議長の指名を受けた後、所

属・氏名を明確にした後に発言して下さい。 

3．第１号議案及び第 2号議案は平成 27 年度の事業報告及び決算報告で

あるので一括して説明、審議することとします。 

4．第 3 号議案及び第 4 号議案は平成 28 年度の事業及び予算報告であ

るので一括して説明・審議することとします。 

 

議長：ただ今の議事運営案をご承認いただける方は、拍手をお願いいたし

ます。 

   →賛成多数を認め、議事運営案は承認されたことを宣言された。 

   

2．報告事項 

  錠内代表理事より理事 3名の辞任があった事の報告とその部・委員会の後

任者について以下の通り紹介があった。 

  中西理事（副会長）→後任は立てず、澤口理事一名で担当。 

  鴻井理事（学術部）→福留理事が兼任。 

  鈴木理事（規約委員）→名古屋理事が兼任。 

 

3．議案の審議 

①第 1 号議案 2015 年度(平成 27 年度)事業報告について、錠内代表理事より

報告説明の後、第 2 号議案 2015 年度(平成 27 年度)決算報告は佐藤理事より

説明があった。その後、監査結果について清宮監事より適正に予算執行されて

いる旨の報告があった。 

質疑は以下の通り行われた。 
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Q．公益社団法人化について現状として本会ではどのような公益事業を行ってい

るのか。どのような事業が公益事業にあたるのか。（NPO 法人 laule'a：大

郷氏） 

A．錠内代表理事：公益社団法人化する為には事業全体の 50％が公益事業であ

る必要がある。公益法人化した他団体の情報から情報収集を行っている。現在

広報部で行っている作業療法の啓発活動や学術部の講演、生活行為向上マネジ

メント(以下 MTDLP)の活動は公益事業にあたる事が予測される。公益事業にあ

たるか今後精査していく予定である。 

Q．前総会での理事選挙において、投票時に理事と認めない者に“×”をつける

方法を取っていた。理事と認める者に“○”をつける方法が一般的ではないか。 

定款第 4条第 5章によると正会員は選挙権を有していると規定されているが、

前総会の理事選挙では代議員のみの選挙であった。正会員に選挙権があるので

はないか。（介護老人保健施設 都筑シニアセンター：森木氏） 

A．錠内代表理事：新しい定款や規約にした際、修正ができていない箇所があり、

総会の運営方法そのものの審議が十分でなかった。今後定款や規約の検討をし

ていきたい。 

Q．学術部、MTDLP の事業報告において、本会員 1800 名所属している中で参加

者が 20 名以下の講習会が複数見られており、広報の方法など工夫が必要かと思

われる。参加者が少ない事についてどのように捉えているのか。（茅ヶ崎新北

陵病院：藤本氏） 

A.錠内代表理事：昨年度は講習会の日程の決定が遅く、複数の講習会の日にち

が重なってしまう事もあり、参加者が少なくなってしまった事が予測される。

合わせて広報方法などを検討し、参加者が増加するよう尽力していく。 

 木村理事：MTDLP の講習会に関しては年度初めの講習会で参加者が少ない傾

向になっている。広報が後手となったために上半期は参加者が少なかったと分

析している。日本作業療法士協会の MTDLP に対する広報や取り組みの影響もあ

るかと思うが、今後も協会と協調して広報などに努めていきたいと思う。 

   

  質疑が終わり第 1号議案および第 2号議案の採決に入る。 

 議長：第 1号議案の採決を反対、保留、賛成の順で挙手をお願いします。 

→反対０名、保留 0名、賛成 60 名を認め、第 1号議案は承認される。 

続きまして、第 2号議案の採決を反対、保留、賛成の順で挙手をお願いし 

ます。 

→反対０名、保留 0名、賛成 60 名を認め、第 2 号議案は承認される。 
 

②第 3 号議案 2016 年度(平成 28 年度)事業計画(案)について、錠内代表理事

より説明がなされた。さらに、第 4 号議案 2016 年度(平成 28 年度)予算(案)

については、佐藤理事より説明がなされた。 

質疑は以下の通り行われた。 

Q．MTDLP や地域包括ケアシステムに向けて行政との連携が今後さらに必要にな

ってくると思われる。どのように行政との連携を取っていく予定なのか。 

（済生会神奈川県病院：井上氏） 
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A．錠内代表理事：行政との連携について具体的な方法については現在検討中で

ある。今期中に具体案の立案および実働する事が出来るよう検討していく予定

である。 

 澤口理事：補足します。現在も PT/OT/ST の神奈川県地域リハビリテーション

三団体協議会をはじめ、p34 の表に記載してあるように各担当理事が他団体や

各行政委員会の委員となり実際に活動し連携している。今後もより行政との連

携を深めていく。 

Q．p30 認知症事業対策委員会の事業計画(案)において具体的にどのような活動

を行っていく予定なのか。（NPO 法人 laule'a：大郷氏） 

A．錠内代表理事：具体的な活動については現段階では検討中である。理事会の

報告書の中で随時報告していきたいと考えている。 

 

 質疑が終わり、第 3号議案及び第 4号議案の採決に入る。 

 議長：第 3号議案の採決を反対、保留、賛成の順で挙手をお願いします。 

→反対０名、保留 3名、賛成 57 名を認め、第 3号議案は承認される。 

続きまして、第 4 号議案の採決を反対、保留、賛成の順で挙手をお願いし

ます。 

→反対０名、保留 0名、賛成 60 名を認め、第 4号議案は承認される。 
 

④第 5号議案 名誉会員について、錠内代表理事より説明がなされた。 

 定款第 2 章第 8 条 3 項により平成 27 年度(2015 年度) 平成 28 年 2 月 10 日

の第 4回理事会において以下 2名を推薦し、理事会で承認されている。 

本会にて 2名の承認をお願いします。 

  田中 節子先生 

  淺井 憲義先生 

 

質疑がなく、直ちに第 5号議案の採決に入る。 

議長：第 5号議案の採決を反対、保留、賛成の順で挙手をお願いします。 

→反対 0名、保留 0名、賛成 60 名を認め、第 5号議案は承認される。 

 
議長は以上をもって、全議案が承認されたと宣言した。 

 

4、表彰式 

 議長団の解任後、錠内会長より以下 3名の表彰式を行い閉会となった。 

 

 田中節子先生  平成 24 年度神奈川県保健衛生表彰 受賞 

 淺井憲義先生  平成 27 年度神奈川県保健衛生表彰 受賞 

 渡邉愼一先生  平成 28 年度日本作業療法協会特別表彰 受賞 

  

 

 以上、決議を明確にするため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人が

これに署名または記名押印する。                                                      
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                 (文責 書記：佐藤 隼・木下 剛) 

平成 28 年 5 月 14 日 

 

議長      佐々木 秀一   認印  

 

議事録署名人  片岡 直人    認印  

 

議事録署名人  山岡 洸     認印  


